
௧࿴㸵ᖺᗘ▼ᕝ┴Ⓩ㘓㈍኎⪅ヨ㦂

【๓༙ࡢ㒊 問㸯㹼問㸴㸮】

。せんࡲで㛤いてはいけࡲᣦ♧がある۔

ὀ ព ஦ 㡯

１ ヨ㦂ၥ㢟は㸴㸮ၥで、１２時３㸮分から１４時３㸮分ࡲでの１２㸮分でゎ⟅してくࡔさい。

２ ゎ⟅方法は以ୗのとおりとする。�

  (1) ྛၥ㢟には、正しい⟅えは一つしかないので、᭱も適ᙜとᛮった⟅えを一つ㑅ࡧ、ḟの

౛にならってゎ⟅用⣬に記入してくࡔさい。஧つ以上㑅んࡔ場合は、↓効になりࡲす。４

ᢥᘧと５ᢥᘧのၥ㢟がありࡲすが、ゎ⟅用⣬は༳ๅの㒔合上、すべて５ᢥᘧになっていࡲ

す。�

  （౛）ၥ３㸮㸮 ḟの㒔ᕷのうち、▼ᕝ┴の┴ᗇᡤᅾᆅはどれか。�

      １� ᒱ㜧ᕷ  ２ ྡྂᒇᕷ  ３ 㔠ἑᕷ  ４ ὠᕷ  ５ ᐩᒣᕷ�

正しい⟅えは３ࠖࠕであるからゎ⟅用⣬の３をሬりつࡪして�

ၥ３㸮㸮 １ ２ ３ ４ ５  とすればよい。�

(2) 正⟅は の中඲యを㹆㹀ཪは㹀の㖄➹で⃰くሬりつࡪしてくࡔさい。�

   ᝏいゎ⟅の౛

  (3) ⟅えをಟ正した場合は必ずࠕ消しゴ࣒ でࠖあとがṧらないように᏶඲に消してくࡔさい。

㖄➹のあとがṧったりࠕ ࠖのような消し方などをした場合は、ಟ正ཪはゎ⟅したことに

ならないので注意してくࡔさい。�

  (4) ゎ⟅用⣬はᢡり᭤ࡆたり、よࡈしたりしないよう、≉に注意してくࡔさい。�

３ ၥ㢟中の医薬品等に関する記述は、≉に記㍕がない㝈り、≉␗的なものを考慮せずにゎ⟅

してくࡔさい。�

４ ၥ㢟のෆᐜについては、質ၥしないこと。�

５ ၥ㢟中のࠕ医薬品医療機ჾ等法 �医薬品医療機ࠕࡧ医薬品医療機ჾ等法᪋行௧ࠖཬࠕࠖ、

ჾ等法᪋行つ๎ࠖはそれࡒれḟの法௧をᣦす。�

㸴 ၥ㢟ᩥ中で法ᚊ等のᩥ❶を引用ཬࡧᢤ⢋する場合、促㡢にヱᙜするࠕっࠖについては、ᑠ

ᩥᏐで記㍕する。�

           ࠙౛ ࠖ、あつてはࠕࠚ Ѝࠕあっては、ࠖ �

受験番号 氏        名

⛠ྡの௧法㍕記の中㢟ၥ

医薬品医療機ჾ等法 医薬品、医療機ჾ等の品質、᭷効性ཬࡧᏳ඲性の☜保等に関する法ᚊ

（᫛࿴ 35ᖺ㸶月 10᪥法ᚊ➨ 145ྕ）

医薬品医療機ჾ等法᪋行௧ 医薬品、医療機ჾ等の品質、᭷効性ཬࡧᏳ඲性の☜保等に関する法ᚊ᪋行௧

（᫛࿴ 36ᖺ１月 26᪥ᨻ௧➨ 11ྕ）

医薬品医療機ჾ等法᪋行つ๎ 医薬品、医療機ჾ等の品質、᭷効性ཬࡧᏳ඲性の☜保等に関する法ᚊ᪋行つ๎

（᫛࿴ 36ᖺ２月１᪥ཌ生┬௧➨１ྕ）

しっかりሬりつࡪさないと᥇Ⅼされࡲせん。
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医薬品にඹ通する特性とᇶᮏ的な▱㆑

問㸯 

医薬品に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 人体に対して౑用されない殺⹸๣であっても、誤って人体がそれに᭚
さら

されれࡤ健ᗣを害す

るおそれがあるものがある。 

㹠 一般用医薬品は、一般の生ά⪅が自ら㑅ᢥし、౑用するものであるが、一般の生ά⪅にお

いては、ῧ௜ᩥ᭩や〇品⾲示に記㍕されたෆᐜをぢたࡅࡔでは、ຠ能ຠᯝや๪作用等につい

て誤ゎやㄆ㆑不㊊を生ࡌることもある。 

㹡 医薬品は、ᕷ㈍ᚋにも、医Ꮫ・薬Ꮫ等の᪂たな▱ぢ、౑用成⦼等にᇶ࡙き、その有ຠ性、

Ᏻ全性等の☜ㄆが行ࢃれる௙組ࡳになっており、それらの⤖ᯝを㋃まえ、リスク༊分のぢ┤

しが行ࢃれることがある。 

㹢 医薬品医⒪機器等ἲでは、健ᗣ⿕害のⓎ生のྍ能性の有↓にかかࢃらず、異≀等のΰ入、

ኚ質等がある医薬品を㈍኎等してはならない᪨を定めている。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

５  ṇ   ṇ   ṇ   ṇ 

問㸰  

医薬品のリスクホ౯に関する記述のうち、ṇしいものの組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 ᑡ㔞の医薬品のᢞ୚であれࡤ、Ⓨがࢇ作用や臓器の機能不全を生ࡌることはない。 

㹠 〇㐀㈍኎ᚋᏳ全⟶理のᇶ‽として、*RRG 3RVW�PDUNHWLQJ 6WXG\ 3UDFWLFH（㹅㹎㹑㹎）が

ไ定されている。 

㹡 ࣄトを対象とした⮫ᗋヨ㦂のᐇ᪋のᇶ‽には、ᅜ㝿的に*RRG &OLQLFDO 3UDFWLFH（㹅㹁㹎）

がไ定されている。 

㹢 ື≀ᐇ㦂によりồめられる５㸮㸣⮴Ṛ㔞（㹊㹂５㸮）は、薬≀の毒性のᣦᶆとして用いられ

る。 

１（㹟、㹠）  ２（㹟、㹡）  ３（㹠、㹢）  ４（㹡、㹢） 
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問㸱 

いࡺࢃるࠕ健ᗣ㣗品ࠖと࿧ࡤれる健ᗣቑ㐍や⥔ᣢのຓࡅになることが期ᚅされる㣗品に関す

る記述のうち、ṇしいものの組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 ࠕ特定保健用㣗品ࠖは、身体の生理機能などにᙳ㡪を୚える保健機能成分をྵࡴもので、

ಶูに（一部は規᱁ᇶ‽にᚑって）特定の保健機能を示す有ຠ性やᏳ全性などに関するᅜの

ᑂᰝをཷࡅ、チྍされたものである。 

㹠 ࠕ栄養機能㣗品ࠖは、஦ᴗ⪅の㈐௵で⛉Ꮫ的᰿ᣐをもとに⑌病に⨯
り

ᝈしていない⪅の健ᗣ

⥔ᣢ及びቑ㐍にᙺ❧つ機能をၟ品のパッケージに⾲示するものとして㒔道ᗓ┴にᒆฟされ

たၟ品である。 

㹡 ࠕ機能性⾲示㣗品 はࠖ、身体の健全な成㛗やⓎ㐩、健ᗣ⥔ᣢにᚲ要な栄養成分（࣑ࢱࣅン、

、ࡤラルなど）の補⤥を目的としたもので、ᅜが定めた規᱁ᇶ‽に適合したものであれࢿ࣑

その栄養成分の健ᗣ機能を⾲示できる。 

㹢 健ᗣ㣗品は、医薬品との┦஫作用で薬≀἞⒪のጉࡆになることがある。 

１（㹟、㹠）  ２（㹠、㹡）  ３（㹡、㹢）  ４（㹟、㹢） 

問㸲 

アレルࢠー（過ᩄ཯ᛂ）に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 アレルࢠーには、体質的・㑇ఏ的な要素があり、㏆いぶ᪘にアレルࢠー体質の人がいる場

合には、ὀពがᚲ要である。 

㹠 薬理作用がないῧ加≀は、アレルࢠーをᘬき起こすཎ因≀質（アレルࢤン）となりᚓない。 

㹡 ᬑẁは医薬品にアレルࢠーを起こしたことがない人でも、病Ẽ等に対する᢬ᢠ力がపୗし

ている状態などの場合には、医薬品によるᛮࡠࢃアレルࢠーを生ࡌることがある。 

㹢 医薬品の中には、㭜卵や∵ங等をཎᮦᩱとして作られているものがあるため、それらに対

するアレルࢠーがある人ではその医薬品の౑用を㑊ࡅなࡅれࡤならない場合がある。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   誤 

４  誤   ṇ   誤   ṇ 

５  ṇ   誤   ṇ   ṇ 
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問㸳 

 。ケーシࣙンに関する記述のうち、誤っているものはどれか࢕ࢹルフ࣓ࢭ 

ケーシࣙンの᥎㐍は、医⒪㈝のቑ加やそのᅜẸ㈇ᢸのቑ኱をゎỴし、健ᗣᑑ࢕ࢹルフ࣓ࢭ １

࿨をఙࡤすための、㔜要なάືのࡦとつである。 

２ 一般用医薬品の㈍኎等を行うⓏ㘓㈍኎⪅は、ᆅᇦ医⒪をᨭえる医⒪スࢱッフあるいは行ᨻ

などとも㐃ᦠをとって、ᆅᇦఫẸの健ᗣ⥔ᣢ・ቑ㐍、生άの質（㹏㹍㹊）のᨵၿ・ྥୖなど

にᦠࢃることがᮃまれる。 

３ ᖹ成２㸷年１月から、᮲௳を‶たした場合にスイッチ㹍㹒㹁医薬品の㉎入の対౯について、

一定の㔠㢠をその年分の⥲ᡤᚓ㔠㢠等から᥍㝖するࢭルフ࣓࢕ࢹケーシࣙン⛯ไがᑟ入さ

れた。 

４ ௧和４年１月にࢭルフ࣓࢕ࢹケーシࣙン⛯ไがぢ┤され、現ᅾでは、スイッチ㹍㹒㹁医薬

品ࡅࡔでなく、すべての一般用医薬品が⛯ไの対象となっている。 

問㸴 

 医薬品の๪作用に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 ๪作用には、╀ẼやཱྀῬ等のẚ㍑的よくぢられる症状はྵまれない。 

㹠 医薬品が人体に及ぼす作用は、すべてがゎ᫂されているࡅࢃではないため、༑分ὀពして

適ṇに౑用された場合であっても、๪作用が生ࡌることがある。 

㹡 」ᩘの⑌病を有する人の場合、ある⑌病のために౑用された医薬品の作用によって、ูの

⑌病の἞⒪がጉࡆられることがある。 

㹢 一般用医薬品は、一般の生ά⪅が自らのุ᩿で౑用するものであり、通常は、その౑用を

中᩿することによる不฼┈よりも、㔜኱な๪作用をᅇ㑊することがඃඛされる。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 
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問㸵

医薬品の不適ṇな౑用と๪作用に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 医薬品は、その目的とするຠᯝに対して๪作用が生ࡌる༴㝤性が᭱ᑠ㝈となるよう、౑用

する㔞や౑い᪉が定められている。 

２ 一般用医薬品にも⩦័性・౫Ꮡ性がある成分をྵࢇでいるものがあるが、一般用医薬品に

よる薬≀౫Ꮡは一度形成されても、ᐜ᫆に㞳⬺することができる。 

３ 人体に┤᥋౑用されない医薬品についても、౑用する人の誤ゎやㄆ㆑不㊊によって౑い᪉

やุ᩿を誤り、๪作用につながることがある。 

４ 誤ゎやㄆ㆑不㊊による不適ṇな౑用や、それに起因する๪作用のⓎ生の㜵Ṇをᅗるには、

医薬品の㈍኎等にᚑ஦する専㛛ᐙが、㉎入⪅等に対して、ṇしい᝟ሗを適切にఏえていくこ

とが㔜要となる。 

問㸶  

医薬品と௚の医薬品との┦஫作用に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 」ᩘの医薬品をే用した場合、医薬品の作用がቑ強することはあるが、ῶᙅすることはな

い。 

２ ┦஫作用をᅇ㑊するには、ある医薬品を౑用している期㛫やその前ᚋを通ࡌて、その医薬

品との┦஫作用を生ࡌるおそれのある医薬品の摂取を᥍えなࡅれࡤならないのが通常であ

る。 

３ 」ᩘの⑌病を有する人では、⑌病ࡈとにそれࡒれ医薬品が౑用される場合がከく、医薬品

ྠኈの┦஫作用に関して特にὀពがᚲ要となる。 

４ ┦஫作用には、医薬品が྾཰、分ᕸ、௦ㅰ又は᤼ἥ
せつ

される過⛬で起こるものと、医薬品が

薬理作用をもたらす部位において起こるものがある。 
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問㸷  

 医薬品と㣗品との┦஫作用に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 㣗品と医薬品の┦஫作用は、しࡤしࠕࡤ㣧ࡳ合ࢃせࠖと⾲現され、㣗品と㣧ࡳ薬が体ෆで

┦஫作用を生ࡌる場合が主に᝿定される。 

㹠 㓇類（アルコール）は、医薬品の྾཰や௦ㅰにᙳ㡪を୚えることがある。 

㹡  生薬成分等については、医薬品的なຠ能ຠᯝがᶆᴶ
ぼう

又はᬯ示されていなࡅれࡤ、㣗品（ࣁ

ーࣈ等）としてὶ通ྍ能なものもあり、そうした㣗品を合ࢃせて摂取すると、生薬成分が配

合された医薬品のຠき目や๪作用をቑ強させることがある。 

㹢 外用薬やὀᑕ薬であれࡤ、㣗品によって医薬品の作用や௦ㅰにᙳ㡪をཷࡅるྍ能性はない。

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

問�� 

㧗㱋⪅の医薬品の౑用に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 一般用医薬品の㈍኎等に㝿しては、ᐇ㝿にその医薬品を౑用する㧗㱋⪅のಶࠎの状ἣに༶

して、適切に᝟ሗᥦ౪や┦ㄯ対ᛂがなされることが㔜要である。 

２ 㧗㱋⪅は、生理機能の⾶えのほか、ႃの➽⫗が⾶えて㣧㣗≀を㣧ࡳ㎸ࡴ力がᙅまっている

（ᄟ
えࢇ

ୗ障害）場合があり、ෆ᭹薬を౑用する㝿にႃにワまらせやすい。 

薬生ᏳⓎ㸮ࡅ医⒪用医薬品のῧ௜ᩥ᭩等の記㍕要㡿の␃ព஦㡯（ࠖᖹ成２㸷年㸴月㸶᪥௜ࠕ ３

㸴㸮㸶第１ྕཌ生ປ働┬医薬・生ά⾨生ᒁᏳ全対⟇ㄢ㛗通▱ูῧ）は、おおよその目Ᏻとし

て㸵㸮ṓ௨ୖをࠕ㧗㱋⪅ࠖとしている。 

４ 㧗㱋⪅によくࡳられるഴྥとして、細かいᩥ字がぢえ࡙らく、ῧ௜ᩥ᭩や〇品⾲示の記㍕

をㄞࡳ取るのが㞴しい場合等があり、᝟ሗᥦ౪や┦ㄯ対ᛂにおいて特ẁの配៖がᚲ要となる。
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問�� 

ᑠඣ等の医薬品の౑用に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 ᑠඣは、⫢臓や⭈臓の機能がᮍⓎ㐩であるため、医薬品の成分の௦ㅰ・᤼ἥ
せつ

に᫬㛫がかか

り、作用が強くฟ過ࡂたり、๪作用がより強くฟることがある。 

㹠 ᑠඣは、኱人とẚべて身体の኱きさに対して⭠が㛗く、᭹用した医薬品の྾཰⋡が┦対的

にపい。 

㹡 ࠕ医⒪用医薬品のῧ௜ᩥ᭩等の記㍕要㡿の␃ព஦㡯ࠖ（ᖹ成２㸷年㸴月㸶᪥௜ࡅ薬生ᏳⓎ

㸮㸴㸮㸶第１ྕཌ生ປ働┬医薬・生ά⾨生ᒁᏳ全対⟇ㄢ㛗通▱ูῧ）において示される年㱋

༊分のうち、ࠕᑠඣࠖという場合には、おおよその目Ᏻとして、㸵ṓ௨ୖ、１５ṓᮍ‶の⪅

をᣦす。 

㹢 ஙᗂඣに医薬品を౑用したᚋは、保ㆤ⪅等がஙᗂඣの状態をよくほᐹすることが㔜要であ

る。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

３  誤   ṇ   誤   ṇ 

４  ṇ   誤   ṇ   誤 

５  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

問�� 

プラ࣎ࢭຠᯝ（ഇ薬ຠᯝ）に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ プラ࣎ࢭຠᯝは、主ほ的なኚ化ࡅࡔでなく、ᐈほ的に 定ྍ能なኚ化として現れることも

ある。 

２ 医薬品を౑用したときにもたらされる཯ᛂやኚ化には、薬理作用によるもののほか、プラ

 。ຠᯝによるものもྵまれている࣎ࢭ

３ プラ࣎ࢭຠᯝによってもたらされる཯ᛂやኚ化には、ᮃましいもの（ຠᯝ）はあるが、不

㒔合なもの（๪作用）はない。 

４ プラ࣎ࢭຠᯝは、医薬品を౑用したこと自体によるᴦほ的な⤖ᯝへの期ᚅ（ᬯ示ຠᯝ）や

᮲௳௜ࡅによる生体཯ᛂ等が関୚して生ࡌると⪃えられている。 
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問�� 

ዷ婦又はዷፎしているとᛮࢃれる女性及びẕஙを୚える女性（ᤵங婦）の医薬品の౑用等に

関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 ዷፎの有↓やそのྍ能性については、㉎入⪅等にとって௚人に▱られたくない場合もある

ことから、一般用医薬品の㈍኎等において専㛛ᐙが᝟ሗᥦ౪や┦ㄯ対ᛂを行う㝿には、༑分

に配៖することがᚲ要である。

㹠 ẕ体が医薬品を౑用した場合に、血液�⫾┙関㛛によって、どの⛬度医薬品の成分の⫾ඣへ

の移行が㜵ᚚされるかは、ᮍゎ᫂のこともከい。 

㹡 ౽⛎薬のように、配合成分やその用㔞によってはὶ⏘や᪩⏘をㄏⓎするおそれがあるもの

がある。 

㹢 ᤵங期㛫中は、すべての医薬品の౑用を᥍えるᚲ要がある。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

問��

 １㹼５の஦㡯のうち、一般用医薬品のᙺ๭として誤っているものはどれか。 

１ 生ά⩦័病の἞⒪ 

２ 健ᗣの⥔ᣢ・ቑ㐍 

３ ㍍度な⑌病に伴う症状のᨵၿ 

４ 健ᗣ状態の自ᕫ᳨ᰝ 

５ 生άの質（㹏㹍㹊）のᨵၿ・ྥ  ୖ
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問�5 

適切な医薬品㑅ᢥとཷデ່ዡに関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 一般用医薬品を一定期㛫ⱝしくは一定ᅇᩘ౑用しても症状のᨵၿがࡳられない又は悪化し

たときには、医⒪機関をཷデして医ᖌのデ⒪をཷࡅるᚲ要がある。 

㹠 ㉎入⪅等が医薬品を౑用する状ἣは㝶᫬ኚ化するྍ能性があるため、㈍኎ᩘ㔞は一᫬期に

౑用するᚲ要㔞とする等、㈍኎᫬のコ࣑ࣗニケーシࣙンの機఍が⥅⥆的に☜保されるよう配

៖することが㔜要である。 

㹡 一般用医薬品には、スポーࢶ➇ᢏ⪅が౑用したとしてもࢻーࣆングにヱᙜする成分はྵま

れていない。 

㹢 一般用医薬品は、すࡄに౑用するᚲ要に㏕られて㉎入されるとは㝈らず、ᐙᗞにおࡅる常

備薬として㉎入されることもከいことから、その㈍኎等にᚑ஦する専㛛ᐙにおいては、㉎入

⪅ഃの状ἣのᢕᥱにດめることがᮃましい。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   誤 

４  誤   ṇ   誤   ṇ 

５  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

問�� 

医薬品の品質に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 医薬品は、適切な保⟶・㝞ิがなされなࡅれࡤ、ຠき目がపୗしたり、人体にዲましくな

い作用をもたらす≀質を生ࡌることがある。 

㹠 一般用医薬品は、ᐙᗞにおࡅる常備薬として㉎入されることもከいことから、౑用期㝈か

ら༑分なవ⿱をもって㈍኎等がなされることも㔜要である。 

㹡 品質がᢎㄆ等されたᇶ‽に適合しない医薬品の㈍኎は⚗Ṇされている。 

㹢 医薬品に⾲示されているࠕ౑用期㝈ࠖは、㛤ᑒᚋの品質も⪃៖した期㝈である。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

５  ṇ   ṇ   ṇ   ṇ 
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問�7 

 。せはどれかࢃ合ࡳに関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࢻイ࣐ࢻリࢧ

㹟 ࢧリ࣐ࢻイࢻ訴ゴは、ࢧリ࣐ࢻイࢻ〇๣をዷፎしている女性が౑用したことにより、ฟ生

ඣにᅄ⫥Ḟᦆ、⪥の障害等のඛኳ異常（ࢧリ࣐ࢻイࢻ⫾ⱆ症）がⓎ生したことに対するᦆ害

㈺ൾ訴ゴである。 

㹠 ዷፎしている女性が摂取した場合、ࢧリ࣐ࢻイࢻは血液�⫾┙関㛛を通過して⫾ඣに移行

する。 

㹡 ദ╀㙠㟼成分としてᢎㄆされたが、๪作用として血⟶᪂生をಁ㐍する作用もあった。 

㹢 ࢧリ࣐ࢻイࢻのദወ形性のཎ因となる作用は、そのගᏛ異性体のうち、一᪉の異性体のࡳ

が有する作用であることから、もう一᪉の異性体を分㞳して〇๣化した場合には、ദወ形性

を㑊ࡅることができる。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

問�8 

 クロイࢶフェルト・ࣖコࣈ病（㹁㹈㹂）及び㹁㹈㹂訴ゴに関する記述のṇ誤について、ṇし

い組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 㹁㹈㹂は、ウイルスがཎ因とされている。 

㹠 㹁㹈㹂は、次第にㄆ▱症に類ఝした症状が現れ、Ṛに⮳る㔜⠜な神経㞴病である。 

㹡 㹁㹈㹂訴ゴは、⬻外⛉ᡭ⾡等に用いられていたウシ஝⇱◳膜を௓して㹁㹈㹂に⨯
り

ᝈしたこ

とに対するᦆ害㈺ൾ訴ゴである。 

㹢 生≀⏤᮶の医薬品等による㹁㹈㹂等のឤᰁ⿕害をཷࡅて、⊂❧行ᨻἲ人医薬品医⒪機器⥲

合機ᵓによる生≀⏤᮶〇品によるឤᰁ等⿕害ᩆ῭ไ度の๰設等がなされた。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

３  誤   ṇ   誤   ṇ 

４  ṇ   誤   ṇ   誤 

５  ṇ   ṇ   誤   ṇ 
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問�� 

トච␿不全ウイルス（㹆㹇㹔）訴ゴ及び㹁ᆺ⫢⅖訴ゴに関する記述のうち、誤っているもࣄ

のはどれか。 

１ 㹆㹇㹔訴ゴは、血཭病ᝈ⪅が、㹆㹇㹔がΰ入したཎᩱ血₢
しࡻう

から〇㐀された血液จᅛ因Ꮚ〇

๣のᢞ୚をཷࡅたことにより、㹆㹇㹔にឤᰁしたことに対するᦆ害㈺ൾ訴ゴである。 

２ 㹆㹇㹔訴ゴ等を㋃まえ、⥭ᛴにᚲ要とされる医薬品を㎿㏿に౪⤥するためのࠕ⥭ᛴ㍺入ࠖ

ไ度が๰設された。 

３ 㹁ᆺ⫢⅖訴ゴは、኱㔞ฟ血などの㝿に特定のグロࣈリン〇๣や血液จᅛ第ϰ因Ꮚ〇๣のᢞ

୚をཷࡅたことにより、㹁ᆺ⫢⅖ウイルスにឤᰁしたことに対するᦆ害㈺ൾ訴ゴである。 

 薬害෌Ⓨ㜵Ṇのための医薬品行ᨻ等のぢ┤しについて（᭱⤊ᥦゝ）ࠖ（ᖹ成２２年４月ࠕ ４

２㸶᪥薬害⫢⅖஦௳の᳨ド及び෌Ⓨ㜵Ṇのための医薬品行ᨻのあり᪉᳨ウጤဨ఍）をཷࡅ、

医ᖌ、薬๣ᖌ、ἲ律ᐙ、薬害⿕害⪅などのጤဨによりᵓ成される医薬品等行ᨻホ౯・┘どጤ

ဨ఍が設⨨された。 

問�� 

亜ᛴ性⬨㧊ど神経症（スモン）及びスモン訴ゴに関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合

 。せはどれかࢃ

㹟 スモン訴ゴは、ᩚ⭠๣として㈍኎されていたキノホルム〇๣を౑用したことにより、スモ

ンに⨯
り

ᝈしたことに対するᦆ害㈺ൾ訴ゴである。 

㹠 スモンはその症状として、ึ期には⭡部の⭾‶ឤから激しい⭡③を伴うୗ⑩を生ࡌ、次第

にୗ༙身の⑷
しび

れや⬺力、Ṍ行ᅔ㞴等が現れる。 

㹡 キノホルム〇๣は、現ᅾ、᪥ᮏではア࣓ーࣂ㉥⑩への౑用に㝈り㈍኎されている。 

㹢 スモン訴ゴ、ࢧリ࣐ࢻイࢻ訴ゴをዎ機として、医薬品๪作用⿕害ᩆ῭ไ度が๰設された。 

㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

３  誤   ṇ   誤   ṇ 

４  ṇ   誤   ṇ   誤 

５  ṇ   ṇ   誤   ṇ 
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୺な医薬品とそのస用

問21 

かぜの症状⦆࿴に用いられる₎方処方〇剤のうち、࣐࢜ウをྵࡴものとして、正しいものの

組み合わせはどれか。

ａ ⴱ
かっ

᰿
こん

‮
とう

ｂ ᑠ
しࡻう

㟷
せい

❳
りࡹう

‮
とう

ｃ ༙
はん

ኟ
ࡆ

ཌ
こう

ᮔ
くࡰ

‮
とう

ｄ ᱇
けい

ᯞ
し

‮
とう

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ｂ、ｄ）  ４（ｃ、ｄ）

問22 

かぜ薬に配合される成分に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ ゎ⇕㙠③成分であるアࢭトアミノフェンは、୺として中ᯡస用によってゎ⇕࣭㙠③をもた

らすため、ᮎᲈにおけるᢠ炎症స用はᮇᚅできない。

ｂ 㙠တ
がい

成分であるコ࢖ࢹンリン㓟ሷ水࿴≀は、౫Ꮡ性がある成分である。

ｃ トラࢿキ࣒ࢧ㓟は、యෆでの起炎≀質の⏘生をᢚไすることで鼻⢓⭷やႃの炎症の発生を

ᢚえ、⭘れを࿴らࡆるが、จᅛした⾑ᾮを⁐ゎされやすくするാきもある。

ｄ ࢖ࣟࢸࢫン㓟は、化Ꮫᵓ㐀がࢳルリࢳリࢢン㓟஧࢝リウ࣒のస用ᮏయであるࢳルリࢳリࢢ

。性ᢠ炎症成分に類ఝしていることから、ᢠ炎症స用を♧すと考えられているࢻ

  ａ   ｂ   ｃ   ｄ

１  誤   正   正   誤

２  正   正   誤   正

３  正   誤   正   誤

４  誤   正   誤   正

５  正   誤   正   正
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問�� 

 ࢝フェインに関する記述について、（   ）の中に入れるべき字句のṇしい組ࡳ合ࢃせは

どれか。 

 ࢝フェインは、⬻に㍍い⯆ዧ状態をᘬき起こし、一᫬的に╀Ẽや೏
ࢇࡅ

ᛰឤをᢚえるຠᯝがある。 

また、⭈臓におࡅるナトリウムイオンの෌྾཰（ 㹟 ）作用があり、ᒀ㔞の（ 㹠 ）を

もたらす。 

 Ᏻ全౑用のほⅬから␃ពすべき作用に、⫶液分Ἢ（ 㹡 ）作用があり、その⤖ᯝ、๪作用

として⫶⭠障害が現れることがある。 

    㹟   㹠   㹡 

１  ᢚไ  ቑ加  ஹ
こう

㐍 

２  ᢚไ  ῶᑡ  ᢚไ 

３  ᢚไ  ቑ加  ᢚไ 

４  ஹ
こう

㐍  ቑ加  ஹ
こう

㐍 

５  ஹ
こう

㐍  ῶᑡ  ᢚไ 

問�� 

 第１欄の記述は、တ
せき

Ṇめや⑱
たࢇ

をฟしやすくする目的で用いられる₎᪉ฎ᪉〇๣に関するもの

である。ヱᙜする₎᪉ฎ᪉〇๣としてṇしいものは第２欄のどれか。 

第１欄 

 体力中等度をめやすとして、Ẽ分がࡩさいで、ဗႃ・㣗道部に異≀ឤがあり、ときにື᝘
き

、

めまい、჎
おう

Ẽなどを伴う不Ᏻ神経症、神経性⫶⅖、つࢃり、တ
せき

、しࢃがれኌ、のどのつかえឤ

に適すとされる。 

 また、ᵓ成生薬に࢝ンゾウをྵまない。 

第２欄 

１ ༙
はࢇ

ኟ
ࡆ

ཌ
こう

ᮔ
ぼく

‮
とう

２ ᰘ
さい

ᮔ
ぼく

‮
とう

３ 㥑
く

㢼
うࡩ

ゎ
ࡆ

毒
どく

ᩓ
さࢇ

４ ஬
ࡈ

⹡
こ

‮
とう

５ 神
しࢇ

⛎
ࡨ

‮
とう
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問�5 

 ⭠の薬の配合成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 トリ࣓ࣈチン࣐レイン酸塩は、細菌ឤᰁによるୗ⑩の症状を㙠めることを目的として用い

られるが、通常の⭠⟶ෆに生ᜥする⭠ෆ細菌に対してもᢠ菌作用を示すため、症状が἞まっ

たのにₔ↛と᭹用すると、⭠ෆ環ቃを悪化させることがある。 

㹠 ロ࣌ラ࣑ࢻ塩酸塩は、㣗べすࡂ・㣧ࡳすࡂによるୗ⑩、ᐷ冷えによるୗ⑩、㣗あたりやỈ

あたりによるୗ⑩の症状に用いることを目的として配合される。 

㹡 ࣅス࣐スをྵࡴ成分は、アルコールと一⥴に摂取されると、循環血液中への移行が㧗まっ

て精神神経症状を生ࡌるおそれがあるため、᭹用᫬は㣧㓇を㑊ࡅるᚲ要がある。 

㹢 ᮌ
もく

クレオソートは、過๫な⭠⟶の⽸
ࢇࡐ

ື㐠ືをṇ常化し、あࢃせてỈ分や㟁ゎ質の分Ἢをᢚ

えるṆ№
しࡷ

作用がある。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   誤   誤 

２  誤   ṇ   ṇ   誤 

３  誤   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   誤   誤   ṇ 

５  ṇ   誤   誤   誤 

問�� 

 №
しࡷ

ୗ薬の配合成分に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

コジルは、኱⭠のうち特に⤖⭠や┤⭠の粘膜を刺激して、᤼౽をಁすと⪃えられておࢧࣅ １

り、また、⤖⭠でのỈ分の྾཰をᢚえて、⣅
ࢇࡩ

౽のかさをቑ኱させる働きもあるとされる。 

２ ジオクチルソジウムスルホࢧクシࢿート（㹂㹑㹑）は、ᑠ⭠でリパーࢮの働きによって生

№る分ゎ≀が、ᑠ⭠を刺激することでࡌ
しࡷ

ୗ作用をもたらすと⪃えられている。 

は、⫶やᑠ⭠で消化されないが、኱⭠に生ᜥする⭠ෆ細菌ࢻンノシࢭンナ中にᏑᅾするࢭ ３

によって分ゎされ、分ゎ生成≀が኱⭠を刺激して№
しࡷ

ୗ作用をもたらすと⪃えられている。 

４ ࢝ル࣓ロースナトリウム（ูྡ࢝ル࣎キシ࣓チルࢭルロースナトリウム）は、⭠⟶ෆでỈ

分を྾཰して⭠ෆᐜ≀にᾐ㏱し、⣅
ࢇࡩ

౽のかさをቑやすとともに⣅
ࢇࡩ

౽をᰂらかくすることによ

る№
しࡷ

ୗ作用を示す。 
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問�7 

 第１欄の記述は、⫶の不ㄪをᨵၿする目的で用いられる₎᪉ฎ᪉〇๣に関するものである。

ヱᙜする₎᪉ฎ᪉〇๣としてṇしいものは第２欄のどれか。 

第１欄 

 体力中等度௨ୗで、⫶⭠がᙅく、㣗ḧがなく、ࡒࡳおちがつかえ、⑂れやすく、㈋血性でᡭ 

㊊が冷えやすいものの⫶⅖、⫶⭠⹫ᙅ、⫶ୗᆶ、消化不Ⰻ、㣗ḧ不᣺、⫶③、჎
おう

ྤに適すとさ 

れる。 

第２欄 

１ ⷰ
よく

ⱙ
い

ோ
にࢇ

‮
とう

２ ᢚ
よく

⫢
かࢇ

ᩓ
さࢇ

３ 加
か

࿡
ࡳ

ᖐ
き

⭁
ࡦ

‮
とう

４ ᱖
き

᱾
きࡻう

‮
とう

５ භ
りっ

ྩ
くࢇ

Ꮚ
し

‮
とう

問�8 

 ㈋血用薬（㕲〇๣）及びその配合成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはど 

れか。 

㹟 㕲分は、㉥血⌫が酸素を㐠ᦙするୖで㔜要なヘモグロࣅンの⏘生に不ྍḞな࣑ࢿラルであ

るため、㕲〇๣は悪性㈋血をྵࡴᵝࠎな分類の㈋血をᨵၿできる。 

㹠 ᭹用の前ᚋ３㸮分にࢱンニン酸をྵࡴ㣧㣗≀（⥳Ⲕ、⣚Ⲕ、コーࣄー、࣡イン、ᰠ等）を

摂取すると、ࢱンニン酸と཯ᛂして㕲の྾཰が悪くなることがあるので、㕲〇๣᭹用前ᚋは

 。㣧㣗≀の摂取を᥍えることとされているࡴンニン酸をྵࢱ

㹡 㕲分の྾཰は✵⭡᫬のほうが㧗いとされているが、消化器系への๪作用を㍍ῶするには、

㕲〇๣は㣗ᚋに᭹用することがᮃましい。 

㹢 㖡はヘモグロࣅンの⏘生過⛬で、㕲の௦ㅰや㍺㏦に㔜要なᙺ๭をᣢつ。補充した㕲分を฼

用してヘモグロࣅンが⏘生されるのをຓࡅる目的で、◲酸㖡が配合されている場合がある。

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 
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問�� 

 ࿧྾器ᐁに作用する薬の配合成分に関する記述のうち、ṇしいものはどれか。 

１ ࣓チルエフェࢻリン塩酸塩は、஺ឤ神経系へのᢚไ作用によって、心臓血⟶系や、⫢臓で

のエࢿルࢠー௦ㅰ等にもᙳ㡪が生ࡌることが⪃えられる。 

２ グアイフェࢿシンは、Ẽ道粘膜からの粘液の分Ἢをಁ㐍する作用を示し、⑱
たࢇ

の切れをⰋく

する。 

３ ノス࢝ࣆンは、モルࢿࣄとྠࡌᇶᮏᵓ㐀をᣢち、㯞薬性㙠တ
がい

成分とも࿧ࡤれる。㛗期㐃用

や኱㔞摂取によって೏
ࢇࡅ

ᛰឤや⹫⬺ឤ、ከᖾឤ等が現れることがあり、薬≀౫Ꮡにつながるお

それがある。 

４ キࣙウニンは、ࣂラ⛉の࣐ࣖࢨクラ又は࢝ス࣑ࢨクラのᶞ皮をᇶཎとする生薬で、ཤ⑱
たࢇ

作

用を期ᚅして用いられる。 

問�� 

 ⫶⭠㙠③㙠②
いࡅ

薬の配合成分に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ パパ࣋リン塩酸塩は、ᢠコリン成分であり、⫶液分Ἢをᢚえる作用がある。 

２ チキジウム⮯化≀は、๪஺ឤ神経系の働きをᢚえる作用が消化⟶に㝈定されないため、ᩓ

▖による目のかすࡳや異常な╆
まࡪ

しさ等の๪作用が現れることがあり、஌≀又は機Ე類の㐠㌿

᧯作を㑊ࡅるᚲ要がある。 

３ ア࣑ノᏳᜥ㤶酸エチルは、࣓トヘモグロࣅン血症を起こすおそれがあるため、㸴ṓᮍ‶へ

の౑用は㑊ࡅるᚲ要がある。 

４ オキࢮࢧࢭインは、③ࡳがឤࡌにくくなることで㔜኱な消化器⑌ᝈや状態の悪化等をぢ過

 。ることとされているࡅたってₔ↛と౑用することは㑊ࢃすおそれがあり、㛗期㛫にࡈ
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問�� 

ࡐかࠕ  （ࠖឤෑ）及びかࡐ薬（⥲合ឤෑ薬）に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ かࡐの症状は、くしࡳࡷ、㰯Ồ・㰯閉（㰯࡙まり）、ဗႃ③、တ
せき

、⑱
たࢇ

等の࿧྾器症状と、

Ⓨ⇕、㢌③、関⠇③、全身೏
ࢇࡅ

ᛰឤ等、ᵝࠎな全身症状が組ࡳ合ࢃさって現れる。 

２ インフルエンࢨ（ὶ行性ឤෑ）は、かࡐとྠᵝ、ウイルスの࿧྾器ឤᰁによるものである

が、ឤᰁ力が強く、また、㔜症化しやすいため、かࡐとは༊ูしてᢅࢃれる。 

３ かࡐ薬は、ウイルスのቑṪをᢚえたり、ウイルスを体ෆから㝖ཤするものである。 

４ Ⓨ⇕、တ
せき

、㰯Ỉなど症状がはっきりしている場合には、症状をຠᯝ的に緩和させるため、

ゎ⇕㙠③薬、㙠တ
がい

ཤ⑱
たࢇ

薬、㰯⅖を緩和させる薬などを㑅ᢥすることがᮃましい。Ꮡᅾしない

症状に対する不要な成分が配合されていると、↓ព࿡に๪作用のリスクを㧗めることとなる。

問�� 

 次の医薬品成分のうち、⫶酸の中和作用に加え、⫶粘膜にࢮラチン状の皮膜を形成して保ㆤ

する作用もあるとされているものはどれか。 

１ ケイ酸࣐グࢿシウム 

２ 酸化࣐グࢿシウム 

３ Ⅳ酸࣐グࢿシウム 

 シウムࢿケイ酸アル࣑ン酸࣐グࢱ࣓ ４

５ Ⅳ酸Ỉ素ナトリウム 
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問��

㙠ᬥ
うࢇ

薬（஌≀㓉い㜵Ṇ薬）及びその配合成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃ

せはどれか。 

㹟 ஌≀㓉い㜵Ṇ薬には、ྤきࡅをᢚえることを目的とした成分も配合されるが、つࢃりに伴

うྤきࡅへの対ฎとして౑用することは適ᙜでない。 

㹠 ジフェニࢻール塩酸塩は、前ᗞと⬻を⤖ࡪ神経（前ᗞ神経）のㄪ⠇作用のほか、ෆ⪥への

血ὶをᨵၿする作用を示す。 

㹡 ࣓クリジン塩酸塩は、௚のᢠࣄス࣑ࢱン成分とẚべて作用が現れるのが᪩くᣢ⥆᫬㛫が▷

い。 

㹢 ジプロフ࢕リンは、஌≀㓉い㜵Ṇに用いられているᢠコリン成分である。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

問�� 

 ╀Ẽをಁす薬及びその配合成分に関する記述のうち、ṇしいものの組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 ࣈロモࣂレリルᒀ素は、཯᚟して摂取すると౫Ꮡを生ࡌることが▱られており、ࣈロモࣂ

レリルᒀ素が配合された医薬品は、ᮏ᮶の目的から㐓⬺した౑用（乱用）がなされることが

あることに␃ពがᚲ要である。 

㹠 体力中等度௨ୖで、精神不Ᏻがあって、ື ᝘
き

、不╀、౽⛎などを伴う㧗血ᅽの㝶伴症状（ື

᝘
き

、不Ᏻ、不╀）、神経症、更年期神経症、ᑠඣኪなき、౽⛎に適する₎᪉ฎ᪉〇๣として

㯞
ま

㯤‮
おうとう

がある。 

㹡 ዷፎ中にホルモンのࣂランスや体ᆺのኚ化等がཎ因で生ࡌる╧╀障害は、ᢠࣄス࣑ࢱン成

分をྵ有する╧╀ᨵၿ薬の適用対象である。 

㹢 ᑠඣ及びⱝ年⪅では、ᢠࣄス࣑ࢱン成分により╀Ẽとは཯対の神経過ᩄや中ᯡ⯆ዧなどが

現れることがある。特にᑠඣではそうした๪作用が起きやすいため、ᢠࣄス࣑ࢱン成分をྵ

有する╧╀ᨵၿ薬の౑用は㑊ࡅる。 

１（㹟、㹠）  ２（㹠、㹡）  ３（㹡、㹢）  ４（㹟、㹢） 
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問�5 

 。せはどれかࢃ合ࡳリチル酸系ゎ⇕㙠③成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࢧ 

㹟 アスࣆリン（ูྡアࢭチルࢧリチル酸）、ࣆࢨࢧリン、ࢧリチル酸ナトリウム、エテンࢨ

 。リチル酸系ゎ⇕㙠③成分というࢧ等を⥲⛠してࢻリチルア࣑ࢧ、ࢻ࣑

㹠 アスࣆリンは、௚のゎ⇕㙠③成分とẚ㍑して⫶⭠障害を起こしやすく、アスࣆリンアル࣑

ニウム等として⫶粘膜への悪ᙳ㡪の㍍ῶをᅗっている〇品もある。 

㹡 エテンࢻ࣑ࢨ及びࢧリチルア࣑ࢻは、ᑠඣに対しては、いかなる場合も一般用医薬品とし

て౑用してはならない。 

㹢 アスࣆリンには血液をจᅛしにくくさせる作用もあるため、⫾ඣやฟ⏘᫬のẕ体へのᙳ㡪

を⪃៖して、ฟ⏘ண定᪥１２㐌㛫௨ෆの౑用を㑊ࡅる。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

３  誤   ṇ   誤   ṇ 

４  ṇ   誤   ṇ   誤 

５  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

問�� 

 ᾃ
かࢇ

⭠薬に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ ὀ入๣の༙㔞等を౑用する用ἲがある場合、ṧ㔞を冷ⶶᗜで保⟶すれࡤ、෌฼用すること

ができる。 

２ ⧞り㏉し౑用すると┤⭠のឤཷ性のపୗ（いࡺࢃる័れ）が生ࡌてຠᯝがᙅくなり、医薬

品の౑用に㢗りがちになるため、㐃用しないこととされている。 

３ ᆘ
ࡊ

๣がᰂらかい場合には、しࡤらく冷やしたᚋに౑用する。また、↓理にᤄ入すると┤⭠

粘膜をയつࡅるおそれがあるため、◳すࡂる場合にはᰂらかくなったᚋに౑用する。 

４ ᆘ
ࡊ

๣をᤄ入したᚋすࡄに᤼౽をヨࡳると、ᆘ
ࡊ

๣が᤼ฟされてຠᯝが༑分ᚓられないことか

ら、౽ពが強まるまでしࡤらくᡃ៏する。 
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問�7 

 ཱྀ⭍
くう

ဗႃ薬及びうがい薬（ྵႿ
そう

薬）に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれ

か。 

㹟 ྵႿ
そう

薬は、ཱྀ⭍
くう

及びဗ㢌の殺菌・消毒・Ὑί、ཱྀ⮯の㝖ཤ等を目的として、用᫬Ỉにᕼ㔘

又は⁐ゎしてうがいに用いる、又はᝈ部にሬᕸしたᚋ、Ỉでうがいする外用液๣である。 

㹠 トローチ๣やࢻロップ๣は、有ຠ成分が㏿やかにဗ㢌部に行きΏるよう、よくჶ
か

いて○ࡳ

㣧ࡳ㎸ࢇで౑用する。 

㹡 ྵႿ
そう

薬は、Ỉで用᫬ᕼ㔘又は⁐ゎして౑用するものがከいが、ㄪ〇した⃰度が⃰すࡂても

ⷧすࡂてもຠᯝが༑分ᚓられない。 

㹢 ཱྀ⭍
くう

ဗႃ薬及びྵႿ
そう

薬は、ཱྀ⭍
くう

ෆやဗ㢌におࡅるᒁᡤ的な作用を目的とする医薬品である

ため、全身的なᙳ㡪を生ࡌることはない。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   誤 

４  誤   ṇ   誤   ṇ 

５  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

問�8 

 㥑⹸薬及びその配合成分に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 㥑⹸薬は、⭠⟶ෆのᐤ生⹸を㥑㝖するために用いられる。一般用医薬品の㥑⹸薬が対象と

するᐤ生⹸は、ᅇ⹸と⽛
うࡻࡂ

⹸である。 

２ 㥑㝖した⹸体や⭠⟶ෆにṧ␃する㥑⹸成分の᤼ฟをಁすため、㥑⹸薬は№
しࡷ

ୗ薬である࣐ࣄ

シἜとే用することがᮃましい。 

ントニンは、ᅇ⹸の自Ⓨ㐠ືをᢚえる作用を示し、⹸体を᤼౽とともに᤼ฟさせることࢧ ３

を目的として用いられる。 

⽛て、ᅇ⹸及びࡆチルコリンఏ㐩をጉࢭラジンリン酸塩は、ア࣌ࣆ ４
うࡻࡂ

⹸の㐠ື➽を㯞⑷
ࡦ

させ

る作用を示し、⹸体を᤼౽とともに᤼ฟさせることを目的として用いられる。 
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問�� 

 ⫶の薬の配合成分とその配合目的との関ಀのṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

     （配合成分）             （配合目的）      

㹟 ジ࣓チルポリシロキࢧン   ̿  ⫶粘膜の⅖症を和らࡆる 

㹠 スクラルフ࢓ート      ̿  ⫶粘膜を保ㆤして、そのಟ᚟をಁす 

㹡 ࣆレンࣆࢮン塩酸塩     ̿  過๫な⫶液の分Ἢをᢚえる 

㹢 テプレノン         ̿  ⫶のෆᐜ≀の消化をຓࡅる 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   誤   誤 

２  誤   ṇ   ṇ   誤 

３  誤   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   誤   誤   ṇ 

５  ṇ   誤   誤   誤 

問�� 

 㧗コレステロールᨵၿ薬の配合成分に関する記述のうち、ṇしいものの組ࡳ合ࢃせはどれか。

㹟 リノール酸は、コレステロールと⤖合して、௦ㅰされやすいコレステロールエステルを形

成するとされ、⫢臓におࡅるコレステロールの௦ㅰをಁすຠᯝを期ᚅして用いられる。 

㹠 ࣑ࢱࣅン㹀２（リ࣎フラࣅン㓗酸エステル等）の摂取によってᒀが㯤Ⰽくなることがあり、

これは౑用の中Ṇを要する๪作用である。 

㹡 パンテチンは、㧗ᐦ度リポࢱンパク質（㹆㹂㹊）の異化᤼ἥ
せつ

をಁ㐍し、リポࢱンパクリパ

ーࢮά性を㧗めて、పᐦ度リポࢱンパク質（㹊㹂㹊）⏘生を㧗める作用があるとされる。 

㹢 ࣑ࢱࣅン㹃（トコフェロール㓑酸エステル）は、コレステロールからの過酸化⬡質の生成

をᢚえるほか、ᮎᲈ血⟶におࡅる血行をಁ㐍する作用があるとされ、血中コレステロール異

常に伴うᮎᲈ血行障害（ᡭ㊊の冷え、⑷
しび

れ）の緩和等を目的として用いられる。 

１（㹟、㹠）  ２（㹠、㹡）  ３（㹡、㹢）  ４（㹟、㹢） 
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問�� 

⑝
ࡌ

⑌用薬として用いられる生薬成分及び₎᪉ฎ᪉〇๣に関する記述のṇ誤について、ṇしい

組ࡳ合ࢃせはどれか。 

  

㹟 シコンは、ムラࢧキ⛉のムラࢧキの᰿をᇶཎとする生薬で、᪂㝞௦ㅰಁ㐍、殺菌、ᢠ⅖症

等の作用を期ᚅして用いられる。 

㹠 ࢭイࣚウトチノ࣑は、トチノキ⛉のࢭイࣚウトチノキ（࣐ロニエ）の種Ꮚをᇶཎとする生

薬で、ෆ用⑝
ࡌ

⑌用薬として౑用する場合、主にᢠ⅖症作用を期ᚅして用いられる。 

㹡 எ
おつ

字
ࡌ

‮
とう

は、体の⹫ᙅな人（体力の⾶えている人、体のᙅい人）、⫶⭠がᙅくୗ⑩しやすい

人では、悪心・჎
おう

ྤ、激しい⭡③を伴うୗ⑩等の๪作用が現れやすい等、不ྥきとされる。

㹢 Ⱐ
きࡹう

ᖐ
き

⭺
きࡻう

Ⱅ
がい

‮
とう

は、ᵓ成生薬として࢝ンゾウをྵࡴため、࢝ンゾウをྵࡴ௚の医薬品や一般

㣗品等とのే用により、摂取されるグリチルリチン酸の⥲㔞が⥅⥆してከくならないように

ὀពをಁすことが㔜要である。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

５  ṇ   ṇ   ṇ   ṇ 

問�� 

Ἢᒀ器用薬として用いられる生薬成分及び₎᪉ฎ᪉〇๣に関する記述のうち、誤っているも

のはどれか。 

１ ウ࣡ウルシ（ࢶࢶジ⛉のク࣐コケモモのⴥをᇶཎとする生薬）は、฼ᒀ作用のほかに、経

ཱྀ的に摂取したᚋ、ᒀ中に᤼ฟされる分ゎ௦ㅰ≀がᢠ菌作用を示すため、ᒀ㊰の殺菌消毒ຠ

ᯝを期ᚅして用いられる。 

２ ∵
ࡈ

㌴
しࡷ

⭈
ࢇࡌ

Ẽ
き

୸
がࢇ

は、のぼせが強く㉥ら㢦で体力の充ᐇしているものの᤼ᒀᅔ㞴、᤼ᒀ③、ṧᒀ

ឤ、㢖ᒀ、ࡴくࡳ、前❧⭢⫧኱に適すとされる。 

３ キࢤࢧࢧは、ノウࢮン࢝ࢬラ⛉のキࢤࢧࢧ等のᯝᐇをᇶཎとする生薬であり、฼ᒀ作用を

期ᚅして配合されている。 

４ ❳⫹
りࡹうたࢇ

№
しࡷ

⫢
かࢇ

‮
とう

は、体力中等度௨ୖで、ୗ⭡部に⇕ឤや③ࡳがあるものの᤼ᒀ③、ṧᒀឤ、ᒀ

の⃮り、こしࡅ（おりもの）、㢖ᒀに適すとされる。 
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問43 

➨１ḍの記述は、፬ே薬として用いられる₎方処方〇剤に関するものである。（   ）の

中に入れるべきᏐྃは➨２ḍのどれか。

➨１ḍ

ዪ性の月⤒や᭦ᖺᮇ㞀害に伴うㅖ症状の⦆࿴に用いられる୺な₎方処方〇剤のうち、（   ）

はᵓ成生薬として࢝ンࢰウをྵࡴ。

➨２ḍ

１ 温
うん

⤒
けい

‮
とう

、ᅄ
し

≀
もつ

‮
とう

２ 温
うん

⤒
けい

‮
とう

、᱈
とう

᰾
かく

ᢎ
うࡻࡌ

気
き

‮
とう

３ ᅄ
し

≀
もつ

‮
とう

、᱈
とう

᰾
かく

ᢎ
うࡻࡌ

気
き

‮
とう

４ 温
うん

清
せい

㣧
いん

、஬
ࡈ

✚
しࡷく

ᩓ
さん

５ ஬
ࡈ

✚
しࡷく

ᩓ
さん

、ᙜ
とう

ᖐ
き

Ⱏ
しࡷく

薬
やく

ᩓ
さん

問44 

ෆ服アレルࢠー用薬（鼻炎用ෆ服薬をྵࡴ。）に関する記述の正誤について、正しい組み合

わせはどれか。

ａ ヒࢱࢫミンのാきをᢚえるస用を♧す成分（ᢠヒࢱࢫミン成分）に、鼻⢓⭷の඘⾑や⭘れ

を࿴らࡆる成分（アࢻレナリンసື成分）、鼻Ồ分Ἢやくしࡷみをᢚえる成分（ᢠコリン成

分）等を組み合わせて配合されたものを鼻炎用ෆ服薬という。  

ｂ 副஺ឤ⚄⤒系のാきを促㐍することによって、鼻Ồ分Ἢやくしࡷみをᢚえることを目的と

して࣋ラࢻンナ⥲アル࢝ࣟࢻ࢖が配合されている場合がある。

ｃ 一⯡用医薬品（₎方処方〇剤をྵࡴ。）には、アトピー性皮膚炎による៏性‵⑈
しん

等の治療

に用いることを目的とするものはないことから、アトピー性皮膚炎が␲われる場合やその診

᩿が☜ᐃしている場合は、医ᖌの受診を勧めることが㔜要である。

ｄ 服用することにより、薬⑈
しん

の副స用が生ࡌることはない。

ａ   ｂ   ｃ   ｄ

１  正   誤   誤   正

２  誤   誤   正   誤

３  誤   正   誤   正

４  正   誤   正   誤

５  誤   正   誤   誤
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問�5 

㰯に用いる薬の配合成分とその配合目的との関ಀのうち、ṇしいものの組ࡳ合ࢃせはどれか。

      （配合成分）                 （配合目的）          

㹟 ナフ࢓ゾリン塩酸塩      ̿  ᒁᡤ㯞㓉成分であり、㰯粘膜の過ᩄ性や③ࡳや⑛
かࡺ

ࡳ

をᢚえる。               

㹠 クロモグリク酸ナトリウム   ̿  ᢠアレルࢠー成分であり、㰯アレルࢠー症状を緩和

する。 

㹡 ࢭチルࣆリジニウム塩化≀   ̿  殺菌消毒成分であり、㰯粘膜をΎ₩に保ち、細菌に

よる஧次ឤᰁを㜵Ṇする。 

㹢 ケトチフェンフ࣐ル酸塩    ̿  アࢻレナリン作ື成分であり、㰯粘膜の充血や⭘れ

を和らࡆる。 

１（㹟、㹡）  ２（㹠、㹡）  ３（㹠、㹢）  ４（㹟、㹢） 

問�� 

║⛉用薬の配合成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 スルフ࣓࢓トキࢧゾールは、細菌ឤᰁによる⤖膜⅖やものもらい、║▛
ࢇࡅ

⅖などの化⮋
のう

性の

症状のᨵၿを目的として用いられるが、ウイルスや真菌に対するຠᯝはない。 

㹠 ホウ酸は、Ὑ║薬として用᫬Ỉに⁐ゎし、⤖膜ᄞ
のう

のὙί・消毒に用いられる。  

㹡 リン酸Ỉ素ナトリウムは、᪂㝞௦ㅰをಁし、目の⑂れをᨵၿするຠᯝを目的として配合さ

れる。 

㹢 プラノプロフェンは、ステロイࢻ性ᢠ⅖症成分であり、⅖症のཎ因となる≀質の生成をᢚ

える作用を示し、目の⅖症をᨵၿするຠᯝを目的として用いられる。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ 

２  ṇ   誤   誤   ṇ 

３  ṇ   ṇ   誤   誤 

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 
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問�7 

║⛉用薬及びその配合成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 テトラࢻࣄロゾリン塩酸塩は、目の஝⇱を㜵ࡄことを目的として用いられる。 

㹠 ࢿオスチグ࣑ン࣓チル◲酸塩は、コリンエステラーࢮの働きをᢚえる作用を示し、ẟᵝ体

におࡅるアࢭチルコリンの働きをຓࡅることで、目のㄪ⠇機能をᨵၿするຠᯝを目的として

用いられる。 

㹡 ࣆリࢻキシン塩酸塩は、ア࣑ノ酸の௦ㅰや神経ఏ㐩≀質の合成に関୚していることから、

目の⑂れ等の症状をᨵၿするຠᯝを目的として用いられる。 

㹢 ࣋ンࢨルコニウム塩化≀をྵࡴ〇品は、ソフトコンࢱクトレンࢬに྾╔され、ゅ膜に障害

をᘬき起こすཎ因となるおそれがあるため、ソフトコンࢱクトレンࢬを⿦╔したままのⅬ║

は㑊ࡅるべきである。 

  

㹟  㹠  㹡  㹢

１  ṇ  ṇ  ṇ  誤

２  ṇ  ṇ  誤  ṇ

３  ṇ  誤  ṇ  ṇ

４  誤  ṇ  ṇ  ṇ

５  ṇ  ṇ  ṇ  ṇ

問�8 

₎᪉⊂自の病態ㄆ㆑であるࠕド とࠖ一般用医薬品であることを⪃៖した記㍕であるࠕしࡤりࠖ

（౑用ไ㝈）との関ಀのṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

         （ド）              （しࡤりでの記㍕） 

㹟 ⹫ᐇのᴫᛕでࠕ中㛫ࠖの病態     ̿  体力中等度で 

㹠 陰㝧のᴫᛕでࠕ陰ࠖの病態      ̿  ⑂れやすく冷えやすいもの 

㹡 ஬臓のᴫᛕでࠕ⫢㝧ୖஹ
こう

ࠖの病態   ̿  のぼせࡳࡂで㢦Ⰽが㉥く 

㹢 Ẽ血Ỉのᴫᛕでࠕ血⹫ࠖの病態    ̿  皮膚のⰍつやが悪く 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   ṇ   誤 

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ 

３  ṇ   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   ṇ   ṇ   ṇ 

５  ṇ   ṇ   ṇ   ṇ 
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問�� 

きずཱྀ等の殺菌消毒薬及びその配合成分に関する記述のうち、ṇしいものの組ࡳ合ࢃせはど

れか。 

㹟 ࣚーࢻチンキは、アル࢝リ性になると殺菌力がపୗするため、石ࢇࡅ等とే用する場合に

は、石ࢇࡅ分をよくὙいⴠとしてから౑用するべきである。 

㹠 ⅆയ（⇕യ）や化⮋
のう

した๰യ㠃の消毒、ཱྀ⭍
くう

ෆの殺菌・消毒などをేせて目的とする殺菌

消毒薬については、医薬部外品としても〇㐀㈍኎されている。 

㹡 オキシࢻール（過酸化Ỉ素Ỉ）は、一般細菌類の一部（㐃㙐⌫菌、㯤Ⰽࢻࣈウ⌫菌などの

化⮋
のう

菌）に対する殺菌消毒作用を示すが、作用のᣢ⥆性はஈしく、また、組織へのᾐ㏱性も

పい。 

㹢 ๰യ㠃がởれているときには、๰യ㠃のỈὙは行ࢃず、๰യ⾲㠃を஝⇱させるࢱイプの医

薬品を౑用するべきである。 

１（㹟、㹡）  ２（㹠、㹡）  ３（㹠、㹢）  ４（㹟、㹢） 

問5� 

外皮用薬及びその配合成分に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 インࢱ࣓ࢻシンは、㠀ステロイࢻ性ᢠ⅖症成分であり、ዲましくない作用としてᮎᲈ組織

のච␿機能をపୗさせる作用も示す。 

㹠 ケトプロフェンが配合された外皮用薬を౑用している㛫及び౑用ᚋもᙜ分の㛫は、ኳ候に

かかࢃらず、ᡞ外άືを㑊ࡅる等、⣸外⥺にᙜたるのを㑊ࡅるᚲ要がある。 

㹡 ⣸
し

㞼
うࢇ

⭯
こう

は、ᛴ性化⮋
のう

性皮膚⑌ᝈ（⭘れ≀）のึ期、ᡴち身、᤬᣸、‵₶、たࡔれ、ⅆയ又

は外യのࡦどい場合に適すとされるが、യཱྀが化⮋
のう

している場合、ᝈ部がᗈ⠊ᅖの場合には

不ྥきとされる。 

㹢 ࢧリチル酸は、ゅ質成分を⁐ゎすることによりゅ質㌾化作用を示す。ే せてᢠ菌、ᢠ真菌、

ᢠ⅖症作用も期ᚅされ、にきび用薬等に配合されている場合もある。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   ṇ   ṇ   誤    

２  ṇ   ṇ   誤   ṇ    

３  ṇ   誤   ṇ   誤    

４  誤   ṇ   誤   ṇ    

５  ṇ   誤   ṇ   ṇ  
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問5� 

ṑやཱྀ中に用いる薬に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ ṑ③薬は、ṑの㱘
う

⼃
しࡻく

によるṑ③をᛂᛴ的に㙠めることを目的とする一般用医薬（しṑࡴ）

品であり、ṑの㱘
う

⼃
しࡻく

がಟ᚟されることはない。 

２ ṑᵴ⮋
のう

₃薬は、ᝈ部ᒁᡤに適用する外用薬のほか、ෆ᭹で用いるものもある。ෆ᭹薬は、

ᢠ⅖症成分、࣑ࢱࣅン成分等が配合されたもので、外用薬とేせて用いるとຠᯝ的である。

３ ṑᵴ⮋
のう

₃薬には、ṑ周組織の血行をಁすຠᯝを期ᚅして、࢝ルࣂゾクロムが配合されてい

る場合がある。 

４ ⲓ
いࢇ

ⶲ
ちࢇ

ⵯ
こう

‮
とう

は、体力中等度௨ୖでཱྀῬがあり、ᒀ㔞ᑡなく、౽⛎するもののཱྀෆ⅖に適すと

されるが、体の⹫ᙅな人（体力の⾶えている人、体のᙅい人）、⫶⭠がᙅくୗ⑩しやすい人

では、激しい⭡③を伴うୗ⑩等の๪作用が現れやすい。 

問5� 

ニコチン⨨᥮⒪ἲに౑用される⚗↮補ຓ๣に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃせ

はどれか。 

㹟 ナフ࢓ゾリン塩酸塩とのే用により、ナフ࢓ゾリン塩酸塩の作用をῶᙅさせるおそれがあ

る。 

㹠 インスリン〇๣を౑用している人では、⚗↮補ຓ๣を౑用することにより、ニコチンがイ

ンスリンの血⢾㝆ୗ作用にᣕ
きっ

ᢠして、ຠᯝをጉࡆるおそれがある。 

㹡 㔜い⊃心症や不ᩚ⬦とデ᩿された人では、循環器系に㔜኱な悪ᙳ㡪を及ぼすおそれがある

ため、౑用を㑊ࡅるᚲ要がある。 

㹢 コーࣄーやⅣ酸㣧ᩱはཱྀ⭍
くう

ෆを酸性にするため、これらの㣗品の摂取┤ᚋに࿪
そ

ᄮ
しࡷく

๣の⚗↮

補ຓ๣を౑用するとニコチンの྾཰がపୗする。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  誤   誤   ṇ   ṇ    

２  ṇ   誤   誤   ṇ    

３  ṇ   ṇ   誤   誤    

４  ṇ   ṇ   ṇ   誤    

５  誤   ṇ   ṇ   ṇ 
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問5� 

⁠養強ኊ保健薬に配合される生薬成分に関する記述について、（   ）の中に入れるべき

字句のṇしい組ࡳ合ࢃせはどれか。

ニンジンは、ウコࢠ⛉のオࢿࢱニンジンの（ 㹟 ）又はこれを㍍くཎᇶをのもたしし通‮

とする生薬である。ูྡを㧗㯇人ཧ、ᮅ㩭人ཧともいう。神経系の（ 㹠 ）や（ 㹡 ）等

の作用により、外⏺からのストレス刺激に対する᢬ᢠ力や᪂㝞௦ㅰを㧗めるとされる。 

      㹟      㹠       㹡    

１  ⴥ        ⯆ዧ  ๪⭈皮質の機能ஹ
こう

㐍 

２  ⴥ        ᢚไ  ๪⭈皮質の機能ᢚไ 

３  細᰿を㝖いた᰿  ᢚไ  ᢠࣄス࣑ࢱン作用    

４  細᰿を㝖いた᰿  ⯆ዧ  ๪⭈皮質の機能ᢚไ 

５  細᰿を㝖いた᰿  ⯆ዧ  ๪⭈皮質の機能ஹ
こう

㐍 

問5� 

⁠養強ኊ保健薬及びその配合成分に関する記述のうち、ṇしいものはどれか。 

１ 医薬部外品の保健薬のຠ能・ຠᯝの⠊ᅖは、⁠養強ኊ、⹫ᙅ体質のᨵၿ、病ᚋの栄養補⤥

に㝈られており、病中の栄養補⤥に用いるものは医薬品においてのࡳㄆめられている。 

で体ෆの௦ㅰに（ー※や生体ᵓ成成分とならないࢠルࢿそれ自体エ）ᚤ㔞ࠕ、ンは࣑ࢱࣅ ２

㔜要な働きをᢸうにもかかࢃらず、生体が自ら⏘生することができない、又は⏘生されても

不༑分であるため外部から摂取するᚲ要がある化合≀ࠖと定⩏される。 

３ ヘス࣌リジンは、㦵やṑの形成にᚲ要な栄養素であり、➽⫗の཰⦰、血液จᅛ、神経機能

にも関୚する。 

４ システインは、࣑ࢱࣅンᵝ≀質のࡦとつで、࣑ࢱࣅン㹁の྾཰をຓࡅる等の作用があると

され、⁠養強ኊ保健薬のほか、かࡐ薬等にも配合されている場合がある。 
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問55 

⫧‶症又は⫧⬃
はࢇ

症に用いられる₎᪉ฎ᪉〇๣に関する記述のṇ誤について、ṇしい組ࡳ合ࢃ

せはどれか。 

㹟 㜵
ぼう

㢼
うࡩ

通
つう

⪷
しࡻう

ᩓ
さࢇ

は、体力中等度௨ୗで、⑂れやすく、ờのかきやすいഴྥがあるものの⫧‶に

伴う関⠇の⭘れや③ࡴ、ࡳくࡳ、ከờ症、⫧‶症（➽⫗にしまりのない、いࡺࢃるỈࡪとり）

に適すとされる。 

㹠 㜵
ぼう

ᕬ
い

㯤
おう

⪆
ࡂ

‮
とう

は、体力充ᐇして、⭡部に皮ୗ⬡⫫がከく、౽⛎がちなものの㧗血ᅽや⫧‶に

伴うື᝘
き

・⫪こり・のぼせ・ࡴくࡳ・౽⛎、⵳⮋
のう

症（๪㰯⭍⅖）、‵⑈
しࢇ

・皮膚⅖、ࡩきでも

の（にきび）、⫧‶症に適すとされる。 

㹡 ኱
いࡔ

ᰘ
さい

⬌
こ

‮
とう

は、体力が充ᐇして、⬥⭡からࡒࡳおちあたりにかࡅてⱞしく、౽⛎のഴྥがあ

るものの⫶⅖、常⩦౽⛎、㧗血ᅽや⫧‶に伴う⫪こり・㢌③・౽⛎、神経症、⫧‶症に適す

とされる。 

㹢 㜵
ぼう

㢼
うࡩ

通
つう

⪷
しࡻう

ᩓ
さࢇ

及び኱
いࡔ

ᰘ
さい

⬌
こ

‮
とう

は、ɔ 成生薬としてダイオウをྵࡴため、ẕஙを୚える女性では

౑用を㑊ࡅるか、又は౑用期㛫中のᤵஙを㑊ࡅることとされている。 

   㹟   㹠   㹡   㹢 

１  ṇ   ṇ   誤   誤    

２  誤   ṇ   ṇ   誤 

３  誤   誤   ṇ   ṇ 

４  誤   誤   誤   ṇ 

５  ṇ   誤   誤   誤 

問5� 

ᒀ⢾・ᒀࢱンパク᳨ᰝ薬の᳨ᰝ⤖ᯝにᙳ㡪を୚える要因に関する記述のうち、ṇしいものの

組ࡳ合ࢃせはどれか。 

㹟 通常、ᒀはᙅアル࢝リ性であるが、㣗஦その௚のᙳ㡪で中性㹼ᙅ酸性にഴくと、ṇ☜な᳨

ᰝ⤖ᯝがᚓられなくなることがある。 

㹠 ᒀ⢾又はᒀࢱンパクを᳨ฟする部分を㛗い㛫ᒀにᾐしていると、᳨ฟ成分が⁐ࡅฟしてし

まい、ṇ☜な᳨ᰝ⤖ᯝがᚓられなくなることがある。 

㹡 ฟጞめのᒀでは、ᒀ道や外陰部等に௜╔した細菌や分Ἢ≀がΰ入することがあるため、中

㛫ᒀを᥇取して᳨ᰝすることがᮃましい。 

㹢 ᒀࢱンパク᳨ᰝの場合は、ཎ則として㣗ᚋ１㹼２᫬㛫のᒀを᳨体とする。 

１（㹟、㹠）  ２（㹠、㹡）  ３（㹡、㹢）  ４（㹟、㹢） 
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問57 

婦人薬及びその適用対象となる体質・症状に関する記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 婦人薬は、月経及び月経周期に伴って起こる症状を中心として、女性に現れる特有な諸症

状（血行不順、自律神経系の働きの乱れ、生理機能障害等の全身的な不快症状）の緩和と、

保健を主たる目的とする医薬品である。 

２ 更年期（閉経周辺期）において、月経周期が不規則になるほか、不定愁訴として血の道症

（臓器・組織の形態的異常がなく、精神神経症状が現れる病態）の症状に加え、冷え性、ほ

てり、のぼせ等の症状が起こることがあり、こうした症候群を更年期障害という。 

３ 人工的に合成された女性ホルモンの一種であるエチニルエストラジオールは、エストラジ

オールを補充するもので、膣
ちつ

粘膜又は外陰部に適用されるものがあるが、これらの成分は適

用部位で作用するため、循環血液中へは移行しない。 

４ 月経不順については、卵巣機能の不全による場合もあるが、過度のストレスや、不適切な

ダイエット等による栄養摂取の偏りによって起こることもあり、月経前症候群を悪化させる

要因ともなる。 

問58 

第１欄の記述は、消毒薬及びその配合成分に関するものである。（   ）の中に入れるべ

き字句は第２欄のどれか。 

第１欄 

 （   ）は、皮膚刺激性が強いため、通常、人体の消毒には用いられず、専ら器具、設備

等の殺菌・消毒に用いられる。また、強い酸化力により一般細菌類、真菌類、ウイルス全般に

対する殺菌消毒作用を示す。 

第２欄 

１ イソプロパノール 

２ クレゾール石ケン液 

３ ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル 

４ クロルヘキシジングルコン酸塩 

５ 次亜塩素酸ナトリウム 
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問59 

衛生害虫とその防除に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ 蚊の幼虫（ボウフラ）の防除を目的として水系に殺虫剤を投入する際には、生態系に与え

る影響を考慮して適切な使用を行う必要がある。

ｂ ゴキブリの防除を目的として燻
くん

蒸処理を行う場合、ゴキブリの卵は医薬品の成分が浸透し

ない殻で覆われているため、３週間位後に、もう一度燻
くん

蒸処理を行い、孵
ふ

化した幼虫を駆除

する必要がある。

ｃ トコジラミは、シラミの一種であり、その防除には、殺虫成分としてフェノトリンが配合

されたシャンプーやてんか粉を用いた医薬品による方法が用いられる。

ｄ ヒョウヒダニ類やケナガコナダニは、ヒトを刺すことはないが、ダニの糞
ふん

や死骸がアレル

ゲンとなって気管支喘
ぜん

息やアトピー性皮膚炎などを引き起こすことがある。

  ａ   ｂ   ｃ   ｄ

１  正   正   正   誤    

２  正   正   誤   正    

３  正   誤   正   正    

４  誤   正   正   正    

５  正   正   正   正  

問60 

登録販売者が行う医薬品の販売時における受診勧奨に関する記述のうち、誤っているものは

どれか。

１ かぜ症候群等に伴う鼻炎症状の場合、鼻炎が続くことで副鼻腔
くう

炎や中耳炎などにつながる

こともあるため、そのような症状の徴候に対しても注意を促すとともに、中耳炎が発生した

場合などは医療機関を受診するよう勧めるべきである。

２ きず口等の殺菌消毒薬の販売時において、低温火傷は、表面上は軽症に見えても、組織の

損傷が深部に達している場合があるため、医療機関を受診するよう勧めるべきである。

３ 爪白癬
せん

は、清浄に保てば自然治癒することが多いが、頭部白癬
せん

は、患部に薬剤が浸透しに

くく、難治性であるため、医療機関を受診するよう勧めるべきである。

４ 滋養強壮保健薬は、ある程度継続して使用されることによって効果が得られる性質の医薬

品であるが、１ヶ月位服用しても症状の改善がみられない場合には、栄養素の不足以外の要

因が考えられるため、症状によっては医療機関を受診するよう勧めるべきである。
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